
 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※PTA 会費は，６月と１０月に兄弟姉妹の年下の方の銀行口座から 

引き落とされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学校行事は都合により変更になることがあります。 

 

 

 

 

                 令和８年度 １０月号       学校教育目標 

                 京都市立小野小学校    「互いを認め合い、すすんで学び続ける児童の育成」 

                 校  長  橋本 有人      ☎075(571)8282 Faｘ075(571)8199 

教材費 積立金 ＰＴＡ会費 合　　計

１年生 ０円 1,500円 1,500円

２年生 ０円 1,500円 1,500円

３年生 ０円 1,500円 1,500円

４年生 ０円 4,000円 1,500円 5,500円

５年生 ０円 5,500円 1,500円 7,000円

６年生 5,302円 1,500円 6,802円

11 月の主な行事予定  
  

 ４日（水） ４年 京都モノづくりの殿堂学習 

 ５日（木） 図書館ツアー 
９日（月） ４５６年 クラブ活動 

１０日（火） １・２遠足予備日 

１３日（金） あいさつ運動 
１６日（月） ５年 社会見学 

         （三菱自動車＆コカ・コーラ） 

１７日（火） 就学時検診（新１年生） 
 ２０日（金） ふれあい参観・懇談会 

 ２７日（金） ５年 ラグビー体験授業 

 

学年の折り返しの時期 

 

新学年のスタートから約半年が経ちました。暑さも和らいで、学習

に集中できる季節になってきましたが、ここで一度４月の初めに立て

た目標を思い出して、達成できているかどうかを振り返り、気持ちを

新たに、１０月を過ごしてほしいと思います。子どもたちは日々、多くの

経験を積んで心身ともに成長していきます。 

１０月は、運動会もあります。運動会に向けて各学年の練習が進ん

でいます。子どもたちはこのような発表の場を通して、粘り強く取り組

んだり協力して一つのものを作り上げたりする力を身に付けていきま

す。これからの社会では、知識や技能に加えてこのような力が大切に

なると言われています。最後まで粘り強く、仲間と協力して取り組み、

運動会本番では子どもたちのキラキラ輝く姿を見られることを楽しみ

にしています。 

残り半年も引き続きご協力ご支援のほどよろしくお願いいたしま

す。 

日 曜 児童行事 保健行事 地域・PTA

児童集会

４校時授業（１～５年）５校時授業（６年） 135フッ化物洗口

運動会係活動　完全下校

クラブ

3年社会見学

わ246フッ化物洗口

検尿（１日目）

検尿（２日目）

135フッ化物洗口

山科区誕生５０周年記念大運動会

スポーツの日
山科区誕生５０周年記念大運動会（予備日）

全校練習 わ246フッ化物洗口

あいさつ運動（児童会） PTA役員会

運動会リハーサル 135フッ化物洗口

運動会前日準備

運動会

代休日

わ246フッ化物洗口

視力1年

運動会予備日

たてわり活動 　3年NEXCO花植え 135フッ化物洗口
４校時授業（研究推進日）完全下校

陸上・持久走記録会（たけびしスタジアム京都）

３年NEXCO花植え予備日 　視力２年

避難訓練（水害） 　視力３年

委員会

5年わくわくWORKLAND 　わ246フッ化物洗口

　視力４年

　視力５年

６年　生命の授業　１・２年遠足 　135フッ化物洗口

５・６年　情報モラル教室 　　再検尿
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４年   体験学習を通して学んだ「総合的な学習の時間」 

認知症サポーター養成講座 

車いす体験 

高齢者体験 
体が重く感じ、視覚

や聴覚もいつもと違

い、恐る恐る歩いて

いる様子でした。体

験した児童は、こん

なに生活しにくいも

のなんだと驚いてい

ました。 

高齢者の方がどのよう

に生活をしているのか

体験するために準備

中！！協力して準備し

ています。 

電動車いすやお風呂用車いすなど、どのように体が不自由な人をサポートしているの

かを体験させてもらいました。 

【おじいちゃんが、お家でテレビを見ながら座っています。もうすぐお昼ごはんだよと伝えたいのですが、「び

っくりさせない」ために、皆さんはどうやって声をかけますか？】というテーマで実演をしました。「後ろから

声をかけると驚かせてしまうので、横や前から声をかけてあげた。」「そっと肩をたたいてから話しかける。」な

ど様々な工夫が見られました。２日間を通して、高齢者の方の生活やサポート体制など多くのことを教えてい

ただきました。一人一人がやさしい気持ちをもって過ごしていってもらいたいものです。 

「高齢者や認知症の方にどのようなサポートをしているのか」を事例なども合わせて教えていただきました。

後半には、実際に「どんな声かけをしたらいいのか」を実演しながら話し合いました。子どもたちも頭を悩ま

せながら取り組んでいました。 


